
ー254－　　　　　　　　　　　　　東　北　農　業　研　究　　第16　号　（1975）

第4表　試験Ⅰ収穫初期の正常果重累計
50株（グ）

＼ 項 目

時 期 別
1 区 2 区 5 区 4 区 5 区

2 月 中 旬 4 7 － － － －

下 2 8 4 5 5 － － －

5 ． 上 8 8 7 d 5 1 15 － dO

中 2，0 5 1 2，0 5 0 2（～0 8 2 9 1．8 5 5

下 2，8占9 5．8 5 5 1．2 7 4 5，5 1 7 5，2 15

2月　3月　4月　5月　　6月　7月

0　　　　5　　　1（）　　15　　　　20　　　　25kg

果　　　重

第1図　試験Ⅰ　時期別収量（50株当り）

以上の結果，適度の生育を図り早期収量を高めるに

は，10月25日山下げ50日株冷で標準株冷より約

15日早熟化ができ，作業上耕英における限界である

11月　25日山下げでは，低温量不足を従来の半分の

期間の株冷かあるいは補冷で充当することにより，標

準栽培とほぼ同一時期の出荷が可能である。

試験用‥上述の結果を現地で実証したもので，その

結果は第2，3回に示した。保温開始後の生育は，草

高・革幅とも2区の耕英・珠冷が勝り，早期収量は1

区耕英・補冷＞5区埼玉・株冷＞2区耕英・株冷であ

ったが，全期収量では1区＞2区＞5区となった。ア

ール当り換算の全期収量は1区の補冷区が482．1毎，

標準株冷の1収5％であり，試験lと同様11月下旬

山下げ，15日柄冷で十分であることを示した。なお，

2区の耕英・株冷区は低温量が多すぎたのか，草勢が

やや旺盛すぎる草姿で経過した。
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第2図　試験用　収穫期の生育

4（刀　　醐kg

1．耕靭）・楠冷
2．耕掛・株冷
3．埼玉導入・株冷

第5図　試験Ⅰ　時期別収量（8換算）

4　ま　　と　　め

高冷地育苗は平地育苗に比べて同等以上の生産力を

示し，特に，11月下旬山下げ定植，12月中旬保温

開始の珠冷省略作型が可能であることを認め，普及に

移した。

今後の問題点として，高冷地を促成用首の供給地と

した場合，増殖能率が悪いので，苗の増殖法を確立す

ることが必要である。

ナガイ　モの窒素吸収について

玉川和長・工藤洋一・平尾陸郎
（青森県畑作園芸試験場）

1　ま　え　が　き

青森県におけるナガイモの作付面積は近年急激に増

大し，昭和48年は1，DOO haを越えるものと推定され

ている。また，産地ではナガイモの農家所得に占める

割合が非常に大きくなってきている。しかし，栽培技

術面において未だ解決されていない問題が数多く残さ

れており，施肥技術もその一つである。そこで筆者ら
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は昭和47年に施肥の合理化（特に窒素）を図ること

を目的とし，ナガイモの窒素吸収経過（試験Ⅰ）及び

施肥時期別窒素の吸収利用（試験ロ）について検討し

たので，その結果を報告する。

2　試　験　方　法

昭和47年に試験Ⅰ，打とも，現在青森県で行われ

ている一般的栽培法で行い，試験方法は次のとおりで

ある。

1　試験Ⅰ　ナガイモの窒素吸収経過

徳満をトレンチャ一により約1竹富の深さに耕起し，

一年子種イモ（100－150g）を5月10日に畦幅90

の間，株問50（初で植付した。調査個体を10日ごとに

10個体抜取りし，乾燥調製後，常法により分析した。

施肥方法は第1表に示した。

第1表　施肥方法（毎／10a）

成　　 分
基 肥

（5．2 ）

追　　　　　　 肥

1 （ス7 ） 2 （7 27 ） 5 （8．14 ）

封 1 7 ‘ d d

ア2 0 5 1 7 0 0 0

K 2 0 1 7 占 d d

注．1）上記の他に堆肥5000，ようりん200，

苦土石灰150を基肥に施用。

2）（）内は施肥月日。

2　試験町　道N標識窒素利用による施肥時期別窒素

の吸収利用

あらかじめ試験1に準じて相磯をトレンチャー耕し

ておき，1区ロ．dS†I㌔（0．9×0．7竹乙）の大きさで無底木

枠で囲い，1区2株とし，5月19日に一年子種イモ

（120±18g）を植付した。施肥はナげ当り成分タでN，

K20は基肥28，追肥7－7－7を5月29日，7月

11日，7月29日，8月11日にそれぞれ施し，P205

のみは基肥だけに20施した。また，15Ⅳ標識窒素によ

る施肥窒素のラベルの仕方は各施肥時期ごとに1区1

回ずつ前記の窒素成分量を軸atom％5．259硫安を用

い行った。植物体の分析は収穫期のものについて常法

により行った。

3　試　験　結　果

1　乾物重の消長

乾物重の消長を第1図に示した。種イモの乾物重の

消耗は生育初期では極めて少ないが，8月20日から

7月10日にかけて急激に減少し，その後はゆるやか

に低下している。茎糞では生育中期（7月10日～9

月10日）にその増大が大きく9月上旬～中旬に最大

に達している。新生イモの肥大はイモ着生後初期は緩

慢であり7月20日ころから増大し始め，収穫期まで漸

増している。
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第1図　乾物重の消長（最大値100）

2　窒素の消長

窒素の吸収経過を第2回に示した。また，含有率の
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第2図　窒素吸収経過
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データは割愛した。

窒素含有率：各部位とも生育初期が最も高く，その

後収穫期まで漸次低下している。また，部位間では全

期間をとおして，葉＞新生イモ＞種イモ＞茎の順とな

っている。

窒素吸収経過：種イモの窒素量は乾物重と同様に‘

月28日までの減少は少なく，8月20日～7月20日

までの1カ月間で植付時保有量の80％近く減少して

いる。このことからナガイモの従属栄養から独立栄養

への転換期は7月上旬と推定される。茎葉の窒素量は

肪芽後8月中旬まで増大し，それ以降9月20日ころ

まで横ばい状態を呈し，以後収穫期まで漸減している。

新生イモは乾物重と同様に7月20日ころから増大し

始め収穫期まで増加し続けている。吸収量（4部位合

計量・N極／10a）を期間別にみると，植付時種イモ

の保有量は1．7，植付～10月7日までの2カ月間の

吸収は極めて緩慢で1・9と少なく，これは慣行基肥量

（15－20）のおよそ％量にしかすぎず，その後に活

発な吸収がみられ1％～1％まで1〇・0，1％～1％まで10．5

となっており，中期2カ月間に全吸収量の約80％を

占めている。生育後期は収穫期まで減少経過をたどっ

ている。

5　施肥時期別窒素の吸収利用

第2表に迫N標識硫安を用い施肥時期別窒素の吸収

利用について検討した結果を示した。

収嘩期における植物体吸収窒素のうち土磨窒素から

58・8％，劉巴窒素から81・4％吸収し，それを施肥窒

素内で比較すると追肥窒素の占める割合が基肥のそれ

よりも1．8倍多くなっている。次に，施肥窒素の利用

率は基肥25．占％，1回目追肥5．5％，2回目追肥52．5

％，5回日追肥吸．‘％であり追肥窒素の利用率が高い

値を示している。

第2表　施肥時期別窒素の利用率及び吸収量（％・タ／㌦）

項　　　　　　　 目

施　　　　 肥　　　　　 N

土 壌 Ⅳ

全 吸

収 量
基 肥

（5．1 9 ）

追　　　　　　　　 肥

合　 計
（エ 1 1 ） （7 2 9 ） （8 ．1 1 ）

y　　　 施　　　 肥　　 量 2 0 7 7 7 4 1
－

軸 r　 施　 用　 Ⅳ　 利　 用　 率 2 5．6 5 5．5 5 2 ．5 4 2 ．8
平 均

5 0．1
－

ナ ガ イ モ の 肥 料 及 び 土

壌 か ら の Ⅳ 吸 収 量
4．7 2 2 ．5 5 2 ．2 8 2 ．9 8 1 2 ．5 5 7 7 ° 2 0 ．0 9

同 上 10 0 分 比 （ 全 鷲 鼻 ）
2 5．5 1 1 1・7 1 1．5 1 4 ．8 6 1．4 5 8 ．8 1 0 0 ，0

4　ま　　と　　め

ナガイモの窒素吸収について検討し，次の結果を得

た。

1ナガイモの従属栄養から独立栄養への転換期（い

わゆる離乳期）は7月上旬ころと推定される。

2　窒素吸収経過において全生育期間8カ月を大き

く5期間に分けると次のとおりである。G）植付から1

回日追肥時（7月上旬）までの生育初期2カ月間は主

に毯イモの養分に依存し，②中期2カ月間（7月上旬

～9月上旬）では吸収板による栢極的な養分吸収が行

われ，③後期2カ月間（9月上旬～収桂期）では茎葉

の枯死落葉等により植物体外への窒素の放出がみられ

る。

5　追肥窒素の作物吸収による利用率及び作物体中

に占める割合は，基肥窒素のそれよりも高く，追肥窒

素の肥効が大きい。

4　以上のことから，ナガイモ栽培における基肥窒

素量を少なくし（5～10毎／10aで十分と思われる），

追肥窒素の肥効が7月上旬～9月上旬の2カ月間に最

も良く現れるような施肥法を検討し施肥の合理化を図

るべきである。


